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	スライド 7:             照会事例 従業員に貸与した奨学金の返済を免除した場合の経済的利益  当社は、住宅建築に係る構造設計等を主な業務としていますが、この度、従業員の高度な知識の習得を目的として、一級建築士等の当社が指定する資格の取得を希望する従業員（役員を除きます。）に対し、専門学校等の授業料等の資格取得に必要な費用に充てるための社内奨学金制度を設けることとしました。  本制度では、制度の利用を希望した従業員のうち当社が承認した者に対して、専門学校等に当社が授業料等を直接払い込むことによ
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	スライド 10:           ポイント  1.社内奨学金制度がある 2.役員や使用人の親族等の一定の者の学資に充てるもの以外である。 3.従業員が直接必要とする費用を専門学校等に直接払い込むことにより貸与するもの 4.利益を受けた従業員の給与が減額されることなどもない ５．従業員のみを対象  
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	スライド 12:              回答要旨  給与所得に該当します。 　旅行に招待する者の選定を抽選という方法で行うことからすると、その旅行に招待されるか否かは偶発的なものとも考えられますが、その旅行の抽選対象者である成績優秀者は所定の業績を挙げた者に限られており、その旅行に招待する者の抽選方法が偶発性を有しているとしても、これにより受ける経済的利益は勤務の対価としての性質を有しているものと認められます。 。     
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